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いよいよ
21世

紀

年末年始業務案内
～必要な手続きはお早めに!～

今年も残すところ、あとわずかに
なりました。来年は21世紀を迎え
ます。家庭でまたは旅先で、ゆっく
り楽しくお正月を過ごすために、年
末年始に必要な手続きや準備は、お
早めにお願いします。

区の窓口業務

■ は休業日

注1=午後2時30分まで　注2=午前10時～午後3時
※ 1　女性総合センター女性相談室は12月23日～1月8日まで休業
※ 2　 勤労福祉 会館の3 月分施設利 用抽 選会は、1 月5 日に行い ます
《生涯学習振興公社は、12月28日～1月4日の間、総合受付窓口( 宿泊施設予約など) も休業》

休 日 診 療 所
12月29日から1 月3 日まで休日診療所を開設します、なお、日曜日・祝日

も開設しています。

休日診療所一覧

救急病院のご案内
消防庁災害救急情報センター 3212―2323

夜間休日診療機関などのご案内
東京都保健医療情報センター( 健康案内ひまわり) 5272―0303
※ 食中毒、感染症発生等の緊急の場合は、東京都保建医療情報センターに

ご連絡ください

年
末
年
始
の
清
掃
作
業

□
収
集
日
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く

年
末
年
始
は
、
ご
み
の
収
集
・
資
源

の
回
収
時
間
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
当
日
、
朝
8
時
ま
で
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

□
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
・
資
源

年
末
は
1
2月
3
0日
出
ま
で
、
年
始
は
1

月
4
日
脚
か
ら
通
常
の
曜
日
ど
お
り

に
収
集
し
ま
す
。

□
粗
大
ご
み

年
末
は
1
2月
2
8日
印
ま
で
、
年
始
は
1

月
4
日
脚
か
ら
収
集
し
ま
す
。
な
お

粗
大
ご
み
の
申
し
込
み
は
、
2
週
間
前

ま
で
に
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
へ
。

(
5
2
9
6
)
7
0
0
0

□
し
尿年

末
は
1
2
月
3
0
日
出
ま
で
、年
始
は

1
月
4
日
Ⅲ
か
ら
収
集
し
ま
す
。　
問

先
=
足
立
西
清
掃
事
務
所

□
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
店
頭
回
収

店
頭
回
収
は
、1
2月
3
1日
剛
か
ら
1

月
3
日
Ⅲ
ま
で
休
み
ま
す
。

※
す
べ
て
の
収
集
・
回
収
は
、1
2月
3
1

日
か
ら
1
月
3
日
ま
で
休
み
ま
す

問
先
=
足
立
東
清
掃
事
務
所
(
千
住
地

区
お
よ
び
国
道
4
号
線
束
側
)

(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所
(
千
住
地
区
を
除

く
国
道
4
号
線
西
側
)

(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

清
掃
課
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

元
日
に
婚
姻
届
の
特
別

受
け
付
け
を
し
ま
す

日
時
=
1
月
1
日
㈲
、午
前
1
0
時
～
午

後
3
時
　
※
こ
の
時
間
以
外
は
通
常
ど

お
り
夜
間
・
休
日
受
付
窓
口
(
中
央
館

地
下
1
階
)
で
受
け
付
け
ま
す
　
場

所
=
区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
　
問
先
=
戸

籍
届
出
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
情
報
公
開
制
度
/
保
健
福
祉
ガ
イ

ド
/
ま
ち
の
歴
史
ミ
ニ
事
典

4
・
5
面
▽
職
員
の
給
与
等
の
公
表
/
ビ
デ
オ

広
報
ル
ッ
ク
i
n
あ
だ
ち

6
・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
く
ら
し
の
情
報
/

掲
示
板
/
ひ
ろ
ば

8
面
▽
▽
▽
あ
だ
ち
広
報
「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」編

集
員
募
集
/
あ
だ
ち
カ
レ
ン
ダ
ー

区長へのファクス
FAX 3880- 5678
「区民の声」を

お待ちしています

世 帯 と 人 口 ( 12年12月1日現在　外国人含む)　世帯数: 279, 148　人口: 638, 298人( 男: 322, 795人、女315, 503人)
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新
た
な
「
情
報
公
開
制
度
」
を

め
ざ
し
て

区
で
は
、公
文
書
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
議
会
の
提
言
を
受

け
、今
年
の
第
2
回
区
議
会
定
例
会
で
「公
文
書
公
開
条
例
」
を

全
部
改
正
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
情
報
公
開
条
例
」
を
制
定
し
、

来
年
の
1
月
1
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。そ
こ
で
新
し
い
制
度
の
概

要
を
Q
&
A
で
紹
介
し
ま
す
。

Q
:
条
例
に
規
定
さ
れ
た
説
明
責
任
と

は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

A
:
区
に
は
区
民
の
皆
さ
ん
に
行
政
の

諸
活
動
を
説
明
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

主
権
軒
で
あ
る
区
民
の
た
め
に
行
政
を

行
う
わ
け
で
す
か
ら
、
行
政
の
活
動
を

区
民
に
説
明
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と

で
す
。
情
報
公
開
制
度
は
、
こ
の
よ
う

な
説
明
す
る
責
務
を
果
た
す
た
め
の
最

も
重
要
な
制
度
で
、
こ
の
趣
旨
を
条
例

で
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
い
う

説
明
責
任
は
、
結
果
の
説
明
だ
け
で
は

な
く
、
結
果
に
い
た
る
過
程
の
説
明
を

も
含
む
も
の
で
す
。

Q
:
実
施
機
関
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

A
:
従
来
ど
お
り
区
長
、
教
育
委
員
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業

委
員
会
で
す
。

Q
:
対
象
情
報
は
何
で
す
か
。

A
:
実
施
機
関
の
職
員
が
職
務
上
作
成

ま
た
は
取
得
し
た
文
書
、
図
画
、
写
真

お
よ
び
電
磁
的
記
録
で
、
実
施
機
関
の

職
員
が
組
織
的
に
用
い
る
も
の
と
し

て
、
実
施
機
関
が
保
有
し
て
い
る
も
の

で
す
。
従
来
は
「
公
文
書
」
が
対
象
情

報
で
し
た
が
、
電
子
情
報
も
含
め
る
こ

と
か
ら
「
区
政
情
報
」
と
し
ま
す
。

Q
:
だ
れ
が
請
求
で
き
ま
す
か
。

A
:
当
区
に
関
係
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
請
求
の
理
由
・
目
的
を
明
ら
か
に

で
き
れ
ば
だ
れ
で
も
請
求
で
き
ま
す
。

Q
:
ど
の
よ
う
に
請
求
す
れ
ば
い
い
の

で
す
か
。

A
:
窓
口
で
受
け
付
け
る
ほ
か
、
請
求

書
を
単
票
に
し
た
の
で
、
フ
ァ
ク
ス
で

の
請
求
も
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Q
:
開
示
で
き
な
い
区
政
情
報
は
ど
う

い
う
も
の
で
す
か
。

A
:
大
き
く
わ
け
る
と
、
個
人
生
活
情

報
、
法
人
関
係
情
報
、
区
政
執
行
情
報

お
よ
び
法
令
秘
情
報
の
4
項
目
が
あ
り

ま
す
。
個
人
生
活
情
報
の
中
で
公
務
貝

情
報
は
、
説
明
責
任
を
果
た
す
と
い
う

観
点
か
ら
、
氏
名
・
戰
・
職
務
内
容
は

開
示
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
区
政
執

行
情
報
は
安
易
に
非
開
示
と
せ
ず
、
著

し
い
支
障
が
生
ず
る
か
否
か
で
判
断
し

ま
す
。

Q
:
開
示
請
求
に
対
す
る
決
定
に
は
、

ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
か
。

A
:
実
施
機
関
の
決
定
は
、
全
部
開
示
、

一
部
開
示
、
全
部
非
開
示
、
不
存
在
、

存
否
非
開
示
の
5
種
類
が
あ
り
ま
す
。

査
否
非
開
示
と
は
、
情
報
が
あ
る
か
否

か
を
答
え
る
だ
け
で
、
非
開
示
情
報
を

開
示
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
や
個
人
の

権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
に
、
情
報
の
存
否
を
答
え
な
い
こ
と

を
言
い
ま
す
。

Q
:
開
示
請
求
か
ら
決
定
ま
で
ど
れ
く

ら
い
の
期
間
が
必
要
で
す
か
。

A
:
速
や
か
に
決
定
し
ま
す
が
、
大
量

請
求
や
第
三
者
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い

る
場
合
な
ど
を
考
慮
し
て
、
請
求
書
を

受
理
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
3
0

日
以
内
に
決
定
し
ま
す
。

Q
:
第
三
者
の
情
報
が
入
っ
て
い
る
場

合
は
、
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

A
:
第
三
者
に
意
見
書
を
提
出
す
る
機

会
を
与
え
、
そ
の
う
え
で
実
施
機
関
が

開
示
な
ど
の
決
定
を
し
ま
す
。
第
三
者

保
護
の
手
続
き
は
保
障
さ
れ
ま
す
。

Q
:
開
示
請
求
に
費
用
は
か
か
り
ま
す

か
。

A
:
閲
覧
に
は
費
川
は
か
か
り
ま
せ

ん
。写
し
の
交
付
を
請
求
す
る
と
き
は
。

コ
ピ
ー
代
金
を
請
求
者
の
方
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
は
A
3

判
以
下
で
1
枚
2
0円
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
利
便
性
・
社
会
情
勢
な
ど
を
考

慮
し
て
1
枚
1
0円
と
し
ま
す
。

Q
:
開
示
な
ど
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。

A
:
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
も
と

づ
く
不
服
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
を
受
け
て
、
実
施
機
関
は
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
に
諮
問
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
審
査
会
に
諮

問
し
た
場
合
お
よ
び
審
査
会
の
答
申
を

受
理
し
た
場
合
は
、
不
服
申
立
人
に
速

や
か
に
通
知
し
ま
す
。
実
施
機
関
は
審

査
会
の
答
申
を
尊
重
し
、
不
服
申
し
立

て
に
っ
い
て
の
決
定
を
し
ま
す
。

Q
:
生
涯
学
習
振
興
公
社
な
ど
区
が
財

政
支
出
等
を
行
っ
て
い
る
団
体
は
、
情

報
公
開
を
行
わ
な
い
の
で
す
か
。

A
:
こ
れ
ら
の
団
体
も
、区
に
準
じ
て

情
報
公
開
を
行
う
よ
う
に
指
導
し
て
い

き
ま
す
。

Q
:
そ
の
ほ
か
変
更
さ
れ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

A
:
大
き
な
変
更
は
、情
報
提
供
施
策

と
情
報
公
表
施
策
の
拡
充
を
図
る
た
め

の
規
定
を
設
け
た
こ
と
で
す
。
情
報
公

開
は
、
情
報
開
示
制
度
と
情
報
提
供
制

度
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。従
っ
て
、

情
報
提
供
制
度
の
充
実
は
情
報
公
開
の

推
進
に
不
可
欠
な
の
で
す
。
こ
れ
と
関

連
し
ま
す
が
、
一
度
開
示
さ
れ
た
情
報

は
情
報
提
供
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
区
政
情
報
室
へ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
5
(

直
通
)

F
A
X
(
3
8
8
0
)
5
6
1
3

□
区
議
会
の
情
報
公
開

区
議
会
は
、平
成
1
3
年
1
月
1
日

施
行
を
め
ざ
し
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。　
問
先
=
区
議
会
事
務
局

(
3
8
8
0
)
5
9
9
5
(
直
通
)

ま
ち
の
歴
史
ミ
ニ
事
典

第20回

西
保
木
間

～
じ
ん
が
ん
な
わ
～

西
保
木
間
二
丁
目
の
大
乗
院
境
内
で

は
、1
月
7
日
に
「
じ
ん
が
ん
な
わ
」

と
呼
ば
れ
る
8
m
も
の
蛇
を
藁
で
っ
く

る
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
行
事
は
、
地
域
の
農
家
に
よ
っ

て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
蘂
蛇
を
集
落

の
入
口
に
掲
げ
、
そ
の
威
力
で
厄
を
払

い
除
け
、
集
落
の
安
全
や
五
穀
豊
穣
を

祈
る
も
の
で
す
。

大
乗
院
の
じ
ん
が
ん
な
わ
は
、
境
内

の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
に
上
が
っ
て
い
る
古

い
藁
蛇
を
降
ろ
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
す
っ
か
り
色
あ
せ
た
藁
蛇
は
た
き

上
げ
ら
れ
、
同
時
に
新
し
い
藁
蛇
が
、

人
々
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
す
。

完
成
し
た
藁
蛇
は
お
経
を
上
げ
、
魂

が
込
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
再
び
高

く
木
の
上
に
掲
げ
ら
れ
、
集
落
を
守
る

た
め
一
年
問
に
ら
み
を
き
か
せ
ま
す
。

藁
蛇
を
掲
げ
た
後
、
人
々
は
干
し
た

大
根
葉
を
入
れ
た
全
く
昧
が
な
い
干
葉

粥
と
い
う
お
粥
を
食
べ
ま
す
。
こ
の
粥

は
、
飢
饉
の
と
き
、
寺
が
施
米
を
し
た

名
残
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
家
の
生
活
の
心
を
伝
え
る
古
く
か

ら
の
行
事
を
見
学
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
《
郷
土
博
物
館
》

▲ 大乗院( 西保木間2- 14- 5) の「じんがんなわ」
は、1月7日、午前9時～11時ごろに行われます

保
健
福
祉
ガ
イ
ド

歯
周
病
予
防
教
室

(
2日
制
)

▽
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
…
日

程
等
=
表
1
・
①
　
定
員
=
4
0
人
(
先

着
順
)
　
　
※
保
育
の
必
要
な
方
は
相
談

に
応
じ
ま
す
　
場
・
申
・
問
先
=
中
央

本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健
　

(
3
8
8
0
)
5
3
5
4
(

直
通
)

▽
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
…
日
程

等
=
表
1
・
②
　
定
員
=
3
0
人
(
先
着

順
)
　
場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健

(
3
8
5
5
)
4
1
5
4
(

直
通
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

時
間
=
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

※
教
材
等
は
用
意
し
ま
す
　
費
用
=
無

料
　
申
込
=
電
話

表1　 歯周病予防教室日程

①中央本町保健総合センター
若いうちからの歯周病予防
～今すぐ始めませんか　プラークコントロール～

②竹の塚保健総合センター
「健康な歯で生きいきライフ」

高
脂
血
症
予
防
教
室

(
2
日

制
)

健
康
診
断
な
ど
で
高
脂
血
症
(
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、中
性
脂
肪
)
に
要
注
意

と
誹
わ
れ
た
方
の
た
め
の
教
室
で
す
。

日
時
=
1
月
1
5
日
剛
・
2
2
日
聞
、い
ず

れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
4
5
分
　
内

容
=
検
を
結
果
の
見
方
/
医
師
の
話
/

改
善
の
方
法
と
実
践
　
定
員
=
6
0
人

(
先
着
順
)
　
費
用
=
無
料
　
申
込
=

電
話
　
場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
2月
2
6日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
　

1
月
の
予
定
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歯
周
病
健
診
(
無
料
)

節
目
健
診
で
歯
周
病
予
防
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
受
け
た
方
、
現
在
鋼
ぐ
き
が
は
れ

て
い
る
な
ど
の
急
性
症
状
が
あ
る
方
は

除
き
ま
す
。

□
4
0
歳
か
ら
6
0
歳
ま
で
の
区
民

期
間
=
通
年
　
場
所
=
区
内
の
指
定
医

療
機
関
　
内
容
=
歯
川
病
な
ど
の
歯
科

健
診
　
定
員
=
千
釖
人
(
先
着
順
)
　

費
用
=
無
料
　
申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便

番
号
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、年
齢
、性
別
、電
話
番

号
、
「歯
周
病
健
診
希
望
」と
明
記
。

後
日
受
診
票
と
案
内
を
送
付
　
申
・
問

先
=
成
人
保
健
係
　
〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
-
―

女
性
が
ん
検
診

成
人
健
康
診
査
(

無
料
)

今
年
初
め
て
受
診
希
望
の
方
は
、
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。1
1年
度
に

受
診
し
た
方
は
、
誕
生
月
に
受
診
票
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
新
た
に
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。
過
去
1
年
以
内
に
、
区

お
よ
び
勤
務
先
な
ど
で
同
種
の
検
診
を

受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。

□
女
性
が
ん
検
診

対
象
=
3
0
歳
以
上
の
女
性
区
民
　
内
容
=

乳
が
ん
検
診
と
子
穴
が
ん
検
診

□
成
人
健
康
診
査

対
象
=
4
0
歳
以
上
6
4
歳
(
1
2
年
4
1

日
～
1
3
年
3
月
3
1
川
ま
で
に
6
5
歳
に
な

る
方
を
含
む
)
ま
で
の
区
民
　
内
容
=

血
液
、尿
、必
要
に
応
じ
て
心
電
図
の

検
査
な
ど
で
、
心
臓
、
肝
臓
、
じ
ん
膿

の
病
気
や
糖
尿
病
、
鳥
血
圧
、
高
脂
血

症
な
ど
を
調
べ
ま
す

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
香
ひ
、住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、生
年
月
日
、年

齢
、性
別
、電
話
香
り
、希
望
検
診
名

を
明
記
。後
日
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
成
人
保
健
係
　
〒
1
2
0
・
8

5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

1 月の献血

問先=東京都東赤十字血液センター　5682- 2801
区・衛生管理係　　　　　　　3880- 5111㈹

女
性
の
た
め
の

健
康
づ
く
り
月
間

「
成
人
病
と

骨
粗
し
よ
う
症
の
予
防
」

2
月
は
女
性
の
健
康
づ
く
り
月
間
と

し
て
、健
康
診
査
の
機
会
の
少
な
い
家

庭
の
主
婦
や
自
営
業
の
女
性
な
ど
を
対

象
に
、肥
満
、鳥
血
圧
、貧
血
、骨
札

し
ょ
う
症
な
ど
の
健
康
診
査
を
衣
2
の

と
お
り
行
い
ま
す
。2
日
制
で
、結
果

日
に
保
健
・
食
生
活
・
栄
養
指
導
が
あ

り
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。　
対
象
=
1
8
歳
～
3
9
歳
ま

で
の
女
性
　
内
容
=
骨
密
度
測
定
/
体

脂
肪
/
血
圧
測
定
/
尿
・
血
液
検
査

(
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、中
性
脂
肪
、貧

血
な
ど
)
　
定
員
=
各
所
4
0
人
(
抽
選
)
費

用
=
無
料
　
申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月

日
、
年
齢
、
電
話
番
号
、「
女
性
の
た

め
の
健
康
づ
く
り
」と
記
人
し
、受
診

希
望
日
、受
診
場
所
を
第
2
希
望
ま
で

明
記
　
期
限
=
1
月
1
4
H
必
粁
　
申
・

問
先
=
成
人
保
健
係

表2　成人病と骨粗しょう症の予防

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
人
腸
の
が
ん
検
診
を
無
料
で
行

っ
て
い
ま
す
。円
の
検
診
で
は
、血
液

に
よ
る
検
査
(
血
清
ベ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
)

と
従
来
の
X
線
撮
影
の
い
ず
れ
か
を
選

べ
ま
す
。ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
は
採
血
最

が
少
散
で
す
み
、妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠

の
可
能
性
が
あ
る
方
、バ
リ
ウ
ム
の
服

川
が
苦
手
な
方
で
も
気
軽
に
受
診
で
き

ま
す
。　
日
程
等
=
表
3
　
対
象
=
3
5

歳
以
L
の
区
民
　
※
胄
を
切
除
し
た
方
、

胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
は
除
く
。妊

娠
中
の
方
は
ペ
ブ
シ
ノ
ゲ
ン
法
の
み
可
　

内
容
=
1
c
血
液
検
査
に
よ
る
胃
が
ん
検

診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
々
・

X
線
搬
影
に
よ
る
円
が
ん
検
診
と
検
便

に
よ
る
人
腸
が
ん
検
診
　
定
員
=
5
5
～

6
0
人
　
申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番
廿
、

化
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、生
年
月

口
、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
、表
3

よ
り
胃
が
ん
検
診
名
(
①
血
液
検
介
②

X
線
撮
影
の
い
ず
れ
か
一
方
を
選
択
)
、

検
診
日
、受
診
場
所
を
第
3
希
望
ま
で

明
記
。後
日
受
診
票
と
案
内
を
送
付
　

期
限
=
受
診
希
望
月
の
前
月
1
5
日
必
着
。

受
診
票
の
送
付
は
前
月
末
日
(
2
月
を

希
望
す
る
場
合
、1
月
1
5
日
必
着
、受

診
票
の
送
付
は
1
月
末
日
)
　
※
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
受
診
日
が
翌
々
月

に
な
っ
た
り
、受
診
場
所
が
ほ
か
の
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
　
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総

介
セ
ン
タ
ー
診
療
放
射
線
　
〒
1
2
0
・
0

0
1
1

中
火
本
町
-
1
5
1
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7
(

直
通
)

表3　 消化 器がん検診日程
①血液検査+検便

※ 印のセンターは午後、それ以外は午前に実施

②X線撮影+検便

変
わ
り
ま
す

医
療
費
一
部
負
担
金

1
月
1
日
か
ら
病
院
な
ど
で
支
払
ろ

医
療
背
の
一
部
負
担
金
が
変
わ
り
ま

す
。　
※
限
皮
額
を
超
え
た
場
合
は
霞

囗
で
の
支
払
い
は
な
く
な
り
ま
す
　
対

象
=
(
老
)
、(
福
)
、(
親
)
、(
障

)
、(
乳
)
の
医
療
莎

を
お
持
ち
の
方
　
自
己
負
担
金
=
表
4

□
(
老
)
・
(
福
)
医
療
証
を
お
持
ち
の
方

同
一
世
帯
内
で
2
人
以
匕
の
高
齢
X

が
同
一
月
に
入
院
し
て
い
て
1
人
に
っ

き
月
額
3
万
円
以
上
(
非
課
税
世
帯
は

月
額
2
万
1
1
円
以
上
)
の
自
己
負
衵

金
を
支
払
っ
た
と
き
は
、1
ヵ
月
一
肚

帯
3
万
7
予
期
円
を
超
え
た
分
を
支
治

す
る
高
額
医
療
賞
支
給
制
度
も
あ
り
ま

す
。　
問
先
=
高
齢
医
療
係

□
(
親
)
・
(
障
)
医
療
証
を
お
持
ち
の
方

表
4
の
自
己
負
批
金
の
対
象
と
な
乙

の
は
、(
一
部
)
・
(
食
)
の
表
示
が
あ
る
方
で

す
。(
食
)
の
み
表
示
の
方
は
入
院
時
心

食
事
療
鳧
背
の
み
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。　
問
先
=
児
童
医
療
係
、障
害
絵

付
係

□
(
乳
)
医
療
証
を
お
持
ち
の
方

入
院
時
の
食
事
療
蓖
費
の
負
担
額

は
、衣
4
の
と
お
り
変
史
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
児
童
医
療
係

表4　 医療証 があ る方の自己負担 金

※ い ずれも定率1 割負 担で す( 食事代を除く)
※ 保険 対象外のものは全額自 己負担です

障
害
別
福
祉
相
談

日
時
等
=
▽
肢
体
不
自
由
者
関
係
:
i

月
1
7
口
團
、午
後
一
時
～
3
時
　
▽
視

覚
障
害
者
関
係
・
=
1
月
1
7
日
團
、午
前

1
0
時
～
正
午
　
▽
聴
覚
障
杵
者
関
係
・
:

j
毎
週
水
曜
川
(
1

月
3

川
を
除
く
)
、

午
後
1
時
～
4
時
、②
1
月
9
口
吻
、

午
後
7
時
～
9
時
　
場
所
=
竹
の
塚
障

害
欄
祉
館
　
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
介
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

第
4
回
足
立
区

生
業
資
金
貸
付

対
象
=
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の

方
で
、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
す
方
・
:
区
内
に
1
年
以

L
居
化
/
世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民

煢
録
上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま
た

は
拡
充
が
目
的
/
住
民
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
1
人

い
る
/
使
途
は
原
則
と
し
て
設
備
資
金

貸
付
額
=
1
世
帯
掴
万
円
以
内
(
予
定

利
率
0
.
4
%
、
据
え
置
き
期
問
中
は
無
利

子
)
　
返
済
方
法
=
6
ヵ
月
据
え
置
き

後
6
0
川
元
利
均
等
償
還
　
申
込
=
申
し

込
み
書
を
窓
口
に
持
参
　
※
用
紙
は
1
2

月
2
5
日
丱
か
ら
民
乍
係
窓
口
、
区
民
事

枋
所
(
中
央
本
町
区
民
事
務
所
は
除

く
)
、
福
祉
事
務
所
、
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布
　
受
付
期
間
=
1

月
9
日
～
1
9
H
　
申
・
問
先
=
民
生
係

在宅介護支援センター
1 月 の家 族 介 護 者 教 室

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

□
3
・
4
月
分
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
、生
涯
学
習
振
興
公
社

の
各
施
設
で
受
け
付
け
ま
す
。　
申

込
=
公
社
の
各
施
設
で
販
売
す
る
巾
込

(
ガ
キ
(
5
0
円
)
に
、必
要
嘔
項
を
記

入
し
、郵
送
ま
た
は
持
参
(
1
グ
ル
ー

ブ
1
枚
に
限
り
ま
す
)
　
期
間
=
1
月

5
日
～
1
0日
必
着
(
抽
選
結
果
を
1
月

末
日
ま
で
に
郵
送
)
　
当
選
者
受
付
1
2

月
8
口
ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利
川

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間

を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り

ま
す
)

□
空
き
室
の
利
用

《
3
・
4
月
分
》

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
口
(
今
回
は
2
月
9

日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設
で
直
接
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

《
1
2
・
1
・
2
月
分
》

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。　
※
仮
予
約
後
、3
口
以
内
に

近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と

キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申
し

込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
)

● 各施設利用案内　3・4月利用分

※ 利用申し込みは2人以上。1グループ、ハガキ1通でお願いします
※ 「那須・森の冢」へは直通バスも運行しています。公社窓口へお問い合わせください
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職員の給与・定員管理等を公表します
職異の給与等の実態を区民の皆さんにご理解いただくため、次のとおり公表します。
職員の給与は、地方公務員遉により、一般家庭の生計費、国や他の地方公共団体の職員

の給与、民間企業の従業員の給与、その他の事情を考慮して定められることになっていま

す。
この趣旨に基づいて、23区共同で設置している特別区人事委員会が、毎年、特別区内の

民間企業従葉員の給与実態を餌査し、これと職員給与を比較し、さらに生計費や国、他の
地方公共団体の給与なども考慮して、勧告を行ってい ます。

職員の給与は、この勧告に基づき、区議会の審髄を経て、「職員の給与に関する条例」で
定められています。　 問先= 給与係　　3880- 5253( 直通)

人件費の状況

( 11年度普通会計決算)

※ 人 件 費 と は 、 一 般 竈 員 に 支 給 さ れ る 給与 で あ る 職 褫 給 と 区 長 や 攝 倣 な ど 特 別 職 に 支 給 さ れ る
給料 ・ 報 酬 ・ 手 当 の ほ か 共 済費( 社 会 保 険 料 の 事業 主 負 担 分) な ど の 合 計 をい い ま す

※ 普 通 会 計 と は 、 地 方 自 治 体 相 互 間 の 比 較を 可 能 と さ せ る た め 、 全 国 同 一 基 塰 で 集 計 し た 統 計
上の 会 計 で す

普通会計の歳出額に占める人件費率および職員給率の推移

職員給与費の状況

( 12 年 度 普 通 会 計 予 算)

i 給 与 費 は 、 当 初 予 質 に 計 上さ れた 額 で す

※ 「鼈員 手当」のうち主 なものは、扶 養手 当、謁整手当、週 勁手当、住居手当 などで、退 職手当は含ま れていません

職員の平均給料月額、平均給与月額、および平均年齢の状況

( 12年4月1日現在)

※ 一 般 行 政 職と は 、 一 般 事 務 、 土 木 技 術 等の 職員 で す 。 技 能 労 務 瞻 と は 、 自 動 車 運 転 、 作 葉 等
の 職貝 で す

※ 平 均 給 与 月 額 は 、 給 料 に 扶餐 手 当 、 調 整 手 当 。通 勤手 当 な ど の 諸 手 当 を き ん だ 平 均 月 額 で す
※ 国 の 平 均 給 与 月 額 は 、 公 表さ れて い ま せ ん

職員の初任給の状況

( 12 年4 月1 日 現 在)

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

( 12 年4 月1 日 現 在)

一般行政職の級別職員数の状況

( 12年4月1日現在)

※ 足 立 区 の 給 与 条 例に 基 づ く 給 料 表 の 級 区 分に よ る 職 員 数 で す
※ 標 準 的 な 職 務 内 容と は 、 そ れ ぞ れ の 級 に 骸当 す る 代 表 的 な 職務 で す

給与の概要

( 12年4月1日現在)

職員の勤務条件等

騅 長 の 勧 務 時 聞 は 、 原 則 と し てj 休2 日 制 に よ り 週40 時 間で 、 土 曜 一日 曜 日 が 休 み で す( 保 育 圃

や図 書 館 な ど 、 土 曜 一日 曜 日 に 開r し て い る 職 場 は 、 別 の日 に 休 み を定 め て い ま す) 。

1 年 間 に20 日 の 有 給 休 暇 の ほ か 、 費弔 休 暇 、 妊娠 ・出 産 休 暇 、 育 児 休 業 を 設け る と と も に 、 研 修 、

厚 生 針 画 制 度 な ど を 実 施 し て い ま1,

特別職の報酬等の状況

( 12年4月1日現在)

※ 給 料 につ い て は 、n 年6 月21 日 から 区 長 は20% 、n 年8 月1
日 から 助 役 は10% 、 収 入 役は5% の 減 額揚 置 か と ら れ てい ま す

昇給期間短縮の状況

定員( 職員数) の状況

( 各 年4 月1 日 現 在)

※ 職 員 数 は 、 一 般 職 に 属 す る 職 員 数 で あ り 、 地 方 公 務 貝 の 身 分 を 保 有
す る 休 職者 、 派 遣 職 員 な ど を 含 み 、 臨 時 ま た は 非 常 勤 職 員 を 除 い て い

ま す

定 員 適 正 化 計 画 の 数 値 目 標 お よ び 進 捗 状 況

( 1) 定員適正化の目標

区 は 、足 立区 行 政 改 革 大 綱 に基 づ き 。 平 成3 年

度 から8 年 度 の6 年問 に 綛 職員 数 の10%( 522 人)

削 涙 目 標 計 画 を 策 定 し 、490 人 の 定 数 を 削 減 し

ま し た 。 ま た 、9 年 度 か ら12 年 度 の4 年 間 に6. 5%( 307

人) を 削 減す る 計 画 を 定 め 、333 人

の定 散 を 削 減し ま し た 。

こ う し た 取 り 組 み の 結 果 、 昭 和57 年 度 に5, 853

人 で あ っ た 定 散 が 、12 年 度 で は4, 836 人( 1, 017

人 減) と な っ て い ま す 。 こ の 人 員に は 、

濔 掃 事 業 移 管 に 伴 う438 人 が 含 ま れ て い る た め 、

実買 的 には1, 455 人刪 減し た こ と に なり ます 。

ま た 、 職 員1 人 曷 た り の サ ー ビ ス 人 口( 人

口/ 職 員) は 、 足 立 区 が155. 5 人、23 区 平 均 がn0. 4

人と な っ てい ま す 。

( 2) 定員適正化手法の概要

定 員 適 正 化 を 推 進 す る た め 、 区 施 般の 管 理 委

託 や 学 校 や 保 育 園 の 給 食 の 民 間 委 託を す す め て

い ま す 。 ま た 、 事 務 のOA 化 や 事 務 事 業 の 見 澀 し

を 行 って い ま す 。

区 の 絹 織 も 、 毎 年 見 直 し を 行 い 簡 素 で 効 率 的

な 粗 織 を め ざ し て い ま す 。12 年 度 組 織 で は 、 涓

櫛・ 皷 の 区 移憮 に 伴 い 大 幅 な 組 維の 再 驪 成 を 行

い ま し た。

( 3) 定 員 適 正 化 計 画 の 年 次 別 進 捗 状 況( 実 績) の 概 要

( 各 年4 月1 日 現 在)

※ 計 画 期 間は 、 平 成9 年 度 か ら12 年 度 の4 年 間 で す

※ 計の欄中、9～12年の差引105人は、清掃事業の

都 派遣 敬 貝438 人 を 含 み ま す

( 4) 定員適正化計画の年次別進捗状況( 実績) の内訳 ( 各 年4 月1 日 現 在)

貸出中　ビデオ広報

ルックi nあだち
最

新

作

「私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
～

ご
み
を
出
さ
な
い
生
活
へ
～
」

が
で
き
ま
し
た

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

、
ど
の
家

庭
で
も
発
生
す
る
ご
み

。
今
ま
で
は

、

町
に
あ
ふ
れ
る
大
量
の
ご
み
を
ど
う
処

刈
し
て
い
く
か
を
考
え
て
き
ま
し
た

。

し
か
し
2
1
世
紀
は
「
使
い
捨
て

の
社
会
」

か
ら

「
資
源
と
し
て
繰
り
返
し
て
利
用

し

、
ご
み

ゼ
ロ
を
め
ざ
す
社
会
」
に
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

。

こ
の
ビ
デ
オ
で
は

、
ご
み
を
ご
み
と

し
な
い
取
り
組
み
や

、
ご
み
を
山
さ
な

い
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
人
た
ち
を
紹

介
し

、
現
代
の
ご
み
問
題
を
考
え
る
ヒ

ン
ト
を
描

い
て
い
ま
す

。

自
分

が
や
れ
る
こ
と
な
ん
て
大
し
た

こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か

。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行
動

が
ご
み
を

減
ら
し

、
限
り
あ
る
資
源
を
生
か
す
こ

と
に
っ
な
が
る
の
で
す

。
暮
ら
し
を
見

直
す
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
に

、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い

。

貸
出
場
所
=
区
内
各
図
書
館
、K
政
情

愀
室

中
央
図
書
館
1
階
で
は
、そ
の
場

で
ビ
デ
オ
鑑
賞
が
で

き
ま
す
(

利

用
者
登
録
が
必
要
で
す
)

バックナンバーも公表貸

出中

最 新 作 の ほ か 、 今 ま で に 制作 し たビ デ オ 広 報 「 ル ッ クi nあ だ ち 」 も

同 じ よ う に 貸 し 出し て い ます 。 勉 強 会 や 地 域で の 活 動 な ど に も 、 ど う

ぞ ご 利 用 く だ さ い。 ご 近 所 の 方 な ど 皆 さ ん の 知っ て い る 方 が 登 場 し て

い る か もし れ ませ ん よ。

ルックi nあだちバックナンバー( 平成10年度以降制作)

特にご好評いただいているおすすめナンバー

―身近な話題が満載―

「情報キャッチ! ! 好きです。あだち」
ビ デ オ 広 報 「 ル ッ クi nあ だ ち 」 のほ か に 地 域 の 身 近 な 話 題 や ニ ュ

ー スな ど を10 分 間 に ま と め た 番 組 「 情 報 キ ャ ッ チ! ! 好 き で す 。 あ

だ ちj を 制 作し て い ま す。 こ の 番 組 は 足 立 コ ミ ュ ニ テ ィ チ ャ ン ネ ル(

ケ ー ブ ル テ レ ビ 足 立9cH) で 放 送し て い ま す の で 、 ご 覧 く だ さ い 。

テレビ放送時間: 毎月隔週　 午 前9 時30 分 、 午 後0 時30 分 、

午 後6 時30 分 、 午 後9 時30 分

の1 日4 回

問先=広報課報道・映像　　3880- 5816( 直通)
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催
し
物
ガ
イ
ド

郷
土
博
物
館
の
催
し

□
無
料
公
開
日
の
映
画
会

第
2
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映
画

を
上
映
し
ま
す
。　
日
時
=
1
月
1
3
日

出
、午
前
1
1
時
　
内
容
=
「ふ
る
さ
と

の
伝
承
・
Ⅲ
の
神
に
語
る
―
奥
能
登
の

農
の
心
―
」(
扣
分
)
・
・
・
収
穫
を
感
謝

し
て

、
姿
の
見
え
な
い
田
の
神
を
家
に

迎
え

、
あ
っ
く
も
て
な
す
儀
礼

□
1
月
1
4
日
ぼ
の
催
し

▽
初
釜
の
会
…
時
間
=
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
3
時
　
内
容
=
小
林
仙
利
社
中

に
よ
る
お
点
前

▽
謡
曲
・
:
時
間
=
午
前
H
時
3
0
分
、
午

後
1
時
3
0
分
の
2
同
　
出
演
=
足
立
謡

曲
連
盟

▽
郷
土
芸
能
鑑
賞
会
…
時
間
=
午
前
H

時
、正
午
の
2
回
　
内
容
=
葛
西
ば
や

し
佐
野
保
存
会
に
よ
る
寿
獅
子
の
上

演
、
お
は
や
し
の
演
奏

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
=
無
料
　
申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ
　
場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

成
人
の
日
の
集
い

日
時
=
1
月
8
日
剛
、午
後
O
時
3
0
分

受
付
、午
後
1
時
3
0
分
開
会
　
場
所
=

東
京
武
道
館
(
綾
瀬
駅
東
口
下
車
徒
歩

5
分
)
　
　
対
象
=
昭
和
5
5
年
4
月
2
日

～
昭
和
5
6
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
※

案
内
状
を
持
参
の
う
え
、ご
参
加
く

だ
さ
い
。自
動
申
で
の
来
場
は
お
断
り

し
ま
す
　
問
先
=
生
涯
学
習
課
調
整
係

平
成
1
2
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章

区
関
係
で
1
9
人
が
受
章

平
成
1
2
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
の
受
章

者
が
発
表
さ
れ

、
区
関
係
で
1
9人
の
方

が
晴
れ
て
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
区
で
は
1
2
月
1
4
日
に
受
章
者
を

招
き

、
永
年
に
わ
た
る
社
会
へ
の
功
労

に
対
し
感
謝
し

、
祝
福
し
ま
し
た
。
今

回
の
受
章
者
は

、
次
の
方
々
で
す

。(

敬
称
略
)

□
叙
勲
受
章
者

▽
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
・
:
近
藤
信
好

(
7
0
歳
)
　
　
▽
煦
三
等
瑞
宝
祭
・
吉
木

莢
世
(
7
0
歳
)
　
▽
勲
四
等
瑞
宝
章
・
:

井
上
市
三
郎
(
8
2
歳
)
・
河
内
磨
輝
夫

(
7
0
歳
)
　
▽
勲
五
等
双
光
旭
日
章
・
:

齊
藤
健
二
(
8
2
歳
)
・
鈴
木
健
兄
(
8
2

歳
)
・
武
井
保
之
助
(
7
8
歳
)
　
▽
勲

五
等
瑞
宝
章
:
穴
本
浦
吉
(
7
9
歳
)
・

高
林
昭
二
(
7
2
歳
)
　
▽
勲
六
等
蘖
亢

旭
日
章
…
小
宮
山
文
夫
(
6
7
歳
)
・
千

葉
孝
(
7
6
歳
)
・
松
田
一
郎
(
7
6
歳
)
　
▽

勲
六
等
瑞
宝
章
…
人
久
保
倉
雄
(
7
6

歳
)
・
太
Ⅲ
堅
持
(
6
1
歳
)
・
大
谷
幸

秋
(
7
5
歳
)
・
水
莖
忠
義
(
7
6
歳
)
▽
勲
七

等
宝
冠
亰
・
:
檜
垣
く
ら
(
7
5歳
)

□
褒
章
受
章
者

▽
黄
綬
褒
章
・
:
滝
脇
廣
之
(
6
9
歳
)
　
▽

藍
綬
褒
章
…
竹
之
内
倉
吉
(
7
7
歳
)

問
先
=
総
務
課
総
務
係

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
2月
2
6日
か
ら
受
け
付
け

凡 例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

あ
だ
ち
再
生
館

「
特
別
企
画
・
ひ
な
人
形
展
示
販
売
」

家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
ひ
な
人
形
を

お
預
か
り
し
て
、販
売
し
ま
す
。　
受

付
・
展
示
期
間
=
1
月
1
6
冂
～
2
月
9

日
　
出
品
で
き
る
方
=
区
内
在
住
・
在

勤
の
方
で
不
用
に
な
っ
た
ひ
な
人
形
(

新
品
同
様
の
品
物
)
を
お
持
ち
の
方

※
シ
ョ
ッ
プ
登
録
者
は
登
録
証
を
、
登

録
者
で
な
い
方
は
保
険
証
等
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
　
販
売
金
額
=
5
千
円
以
内

(
5
1
円
を
超
え
る
品
物
や
段
飾
り
の

も
の
は
掲
示
板
へ
の
写
真
展
示
と
な
り

ま
す
)
　
申
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館

(月
曜
休
館
)

(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

七

草

の

つ

ど

い

三
世
代
交
流
の
一
環
と
し
て
「七
草

が
ゆ
」を
作
り
、季
節
の
伝
統
行
事
で

ふ
れ
あ
い
ま
す
。　
日
時
=
1
月
5
日

吻
、午
前
1
0
時
～
H
時
3
0
分
　
対
象
=

小
学
生
以
上
　
費
用
=
無
料
　
申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ
　
場
・
問
先
=
西
部

児
童
館
・
老
人
館

(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

新
春
・
千
寿
七
福
神
め
ぐ
り

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
を
、家
族
や

仲
問
と
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。　
日
時
=

1
月
4
日
團
、午
前
9
時
3
0
分
～
1
0

時
3
0
分
受
付
(
随
時
出
発
)
　
　
※
荒
人

中
止
　
集
合
場
所
=
千
寿
小
学
校
(
千

住
1
―
2
5
一
l
)
　
　
対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
み
　
費
用
=
1
人

劭
円
　
申
込
=
5
人
程
麌
の
グ
ル
ー
プ

で
、当
日
直
接
集
集
合
場
所
へ
　
問
先
=

体
育
振
興
扣
当
課

(
3
8
5
9
)
3
4
2
2

第
4
回
東
京
・
荒
川
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

板
橋
区
荒
川
河
川
敷
内
ス
ポ
レ
ク
ス

タ
ン
ド
前
を
メ
イ
ン
会
場
(
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
)
に
し
た
本
格
的
な
マ
ラ

ソ
ン
大
会
で
す
。
足
立
区
内
の
荒
川
河

川
敷
が
コ
ー
ス
の
半
分
近
く
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
　
日
時
=
3
月
2
5
日
叫

午
前
9
時
ス
タ
ー
ト
　
内
容
=
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
(
制
限
時
問
7
時
間
)
ほ
か
　

費
用
=
4
千
円
(
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
)
　

申
込
=
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
同
封
の

郵
便
振
林
用
紙
に
記
入
の
う
え
、費
用

と
と
も
に
金
融
機
関
に
申
し
込
み
　
期

限
=
1
月
2
2
日
(
当
日
振
込
有
効
)

問
先
=
東
京
・
荒
川
巾
民
マ
ラ
ソ
ン
人

会
尖
行
委
員
会
事
務
局

(
3
5
7
9
)
2
6
5
4

ま
た
は
体
育
振
興
担
当
課

(
3
8
5
9
)
3
4
2
2

―
千
住
地
域
学
校
適
正
配
置
計
画
―

ご
質
問
に
お
応
え
し
ま
す

千
住
地
域
学
校
適
正
配
置
計
画
を
進

め
る
う
え
で
、地
域
や
学
校
を
中
心
に

説
明
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、

特
に
多
か
っ
た
質
問
に
お
応
え
し
ま
す
。

Q
:
過
小
規
模
校
の
基
準
は
何
で
す

か
?

A
:
学
校
の
適
正
規
模
は
、小
・
中
学

校
と
も
に
1
2
学
級
か
ら
2
4
学
級
で
す
。

ま
た
6
学
級
以
下
を
、過
小
規
模
校
と

定
義
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
審
議
会
の

答
申
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

Q
:
統
合
地
域
協
議
会
と
は
?

A
:
該
当
校
の
校
長
、P
T
A
代
表
、

町
会
・
自
治
会
の
代
表
、青
少
年
委
員
、

体
育
指
導
委
員
等
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
、
統
合
新
校
の
校
名
、
校
章
、
施
設

の
改
修
内
容
な
ど
を
協
議
し
、
教
育
委

貝
会
に
提
案
し
て
い
た
だ
く
組
織
で

す
。

Q
:
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
内
容
は
?

A
:
主
に
、
外
装
工
事
・
内
装
工
事
等

に
な
り
ま
す
が
、
学
校
に
よ
っ
て
条
件

が
異
な
る
の
で
、
学
校
長
と
相
談
し
、

統
合
地
域
協
議
会
に
て
協
議
の
う
え
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

Q
:
統
合
新
校
の
教
育
内
容
等
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
?

A
:
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
「
講
師

等
教
員
数
の
充
実
」
「
I
T
教
育
」
「
相

談
体
制
の
充
実
」
等
を
取
り
入
れ
て
、

教
育
内
容
の
充
実
を
図
り
、「
分
か
る

授
業
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

Q
:
統
廃
合
を
理
由
と
し
た
指
定
校
変

更
は
認
め
て
く
れ
る
の
で
す
か
?

A
:
指
定
校
変
更
の
基
準
を
設
け
て
い

ま
す
が
、
保
護
者
等
の
強
い
要
望
に
基

づ
き
、
新
た
に
統
廃
合
を
理
由
と
し
た

基
準
を
設
け
ま
し
た
。
く
わ
し
く
は
、

学
務
課
就
学
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
教
育
委
員
会
適
正
配
置

荒川のゴミを
なくそう

荒
川
「
い
つ
で
も
で
き
る

ゴ
ミ
拾
い
」

区
で
は
、
荒
川
下
流
部
沿
川
自
治
体

お
よ
び
建
設
省
荒
川
下
流
工
事
事
務
所

と
と
も
に
、
荒
川
河
川
敷
に
お
け
る
区

民
の
日
常
的
な
ご
み
拾
い
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

荒
川
河
川
敷
で
ご
み
拾
い
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
自
主
的
に
行
っ
て
い
た

だ
け
る
方
に
、
河
川
敷
管
理
員
詰
所
で

宙
刑
の
ご
み
袋
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

拾
っ
た
ご
み
は
河
川
敷
内
指
定
場
所

に
持
っ
て
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
区
が
処

理
し
ま
す
。
な
お
、
ご
み
は
叮
燃
ご

み
・
不
燃
ご
み
の
2
種
類
に
分
別
し
て

収
集
し
て
く
だ
さ
い
。
区
民
の
自
発
的

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
、
荒
川

河
川
敷
を
清
潔
で
親
し
み
や
す
い
空
間

に
し
ま
し
ょ
う
。

荒
川
に
ゴ
ミ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が

で
き
ま
し
た

荒
川
に
お
出
か
け
の
際
に
、不
法
投

棄
ご
み
(
粗
大
ご
み
等
)
を
見
つ
け
た

方
は
ゴ
ミ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
建
設
省
荒
川
ド
流
工

事
事
務
所
ま
た
は
区
が
ご
み
を
確
認
し

投
棄
者
を
探
し
ま
す
。
投
棄
者
が
判
明

し
な
い
場
合
は
、
建
設
省
あ
る
い
は
区

が
ご
み
を
撤
去
し
ま
す
。

ゴ
ミ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
ご
み
除
去
を
迅
速
化
し
、ご

み
不
法
投
棄
防
止
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
ゴ
ミ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
通
報

さ
れ
た
ご
み
に
は
卜
印
と
な
る
小
旗
と

ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
り
ま
す
。

ゴ
ミ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
(
建
設
省
荒
川
下

流
通
報
連
絡
セ
ン
タ
ー
)
2
4
時
間
受
付

(
3
9
0
2
)
5
6
9
5

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
公
園
緑
地
課

掲
示
板

□
労
働
法
セ
ミ
ナ
ー

日
程
=
1
月
1
6
日
・
1
9
日
・
2
3
日
・
3
0

日
、2
月
2
日
　
時
間
=
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0
分
　
場
所
=
北
部
労
政
会

館
　
定
員
=
圃
人
(
先
着
順
)
　
費
用
=

無
料
　
申
込
=
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
　
申
・
問
先
=
王
子
労
政
事
務
所
普

及
係
　
　
　
(
3
9
0
0
)
0
1
1
7

F
A
X
(
3
9
0
6
)
2
0
3
6

□
都
立
江
北
高
校
公
開
講
座
・
「源
氏

物
語
」
を
読
む

日
程
等
=
2
月
3
日
～
3
月
3
日
の
毎

週
土
曜
日
、午
後
2
時
～
5
時
定
員
=

5
0
人
(
抽
選
)
　
費
用
=
2
千
2
2
0
円

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
講
座
名
、住
所
、

氏
名
、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
を
明

記
　
期
限
1
1
月
1
0
日
(
必
着
)
　
場

・
申
・
問
先
=
都
立
江
北
高
等
学
校

〒
1
2
0
・
0
0
1
4
西
綾
瀬
4
1
1
4
1
3
0

(
3
8
8
0
)
3
4
1
1

□
敷
金
・
貸
金
・
売
掛
金
少
額
訴
訟
1
1
0

番
(

無
料
)

日
時
=
1
月
2
0
日
出
・
2
1
日
㈲
、午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
　
場
所
=
司
法
書
会
館

(
四
谷
駅
下
車
)

▽
電
話
相
談

(
3
3
5
8
)
9
0
5
6

▽
面
談
相
談
(
要
予
約
1
月
9
日
～
1
9

日
)
　
　
　
(
3
3
5
3
)
9
2
0
5

問
先
=
東
京
司
法
書
士
会
事
業
課

(
3
3
5
3
)
9
1
9
1

□
都
立
足
立
技
術
専
門
校
4
月
入
校
生

募
集

科
目
(
昼
間
)
=
電
気
工
事
科
、電
子

工
学
科
、木
工
科
、塗
装
科
、c
A
D

製
図
科
、タ
イ
ル
施
工
科
　
募
集
期
間
=

1
月
1
1
日
～
2
月
2
日
　
選
考
=
2

月
2
1
日
・
2
2
日
　
問
先
=
都
立
足
立
技

術
専
門
校

(
3
6
0
5
)
6
1
4
6

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
(
2
級
)

夜
間
・
通
信
コ
ー
ス

日
程
=
▽
夜
間
コ
ー
ス
…
1
月
1
7
日
～

3
月
3
0
日
　
▽
通
信
コ
ー
ス
・
=
2
月
3

日
～
3
月
3
0
日
　
申
・
問
先
=
医
療
法

人
社
団
福
寿
会(

5
6
8
1
)
5
0
0
7

□
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

文
部
人
臣
認
定
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
が
指
導
し
ま
す
。　
▽
昼
の
部

(
午
後
1
時
～
3
時
)
=
1
月
1
5
日
か

ら
毎
週
月
曜
日
こ
・
西
新
井
ラ
ッ
キ
ー
レ

ー
ン
/
1
月
1
6
日
か
ら
毎
週
火
曜
り
・
・

フ
ジ
ボ
ー
ル
/
1
月
1
7
日
か
ら
毎
週
水

曜
日
・
・
・
マ
ル
ア
イ
ボ
ウ
リ
ン
グ
　
▽
夜

の
部
(
午
後
8
時
～
1
0
時
)
=
1
月
1
7

日
か
ら
毎
週
水
曜
日
・
:
マ
ル
ア
イ
ボ
ウ

リ
ン
グ

―
―
い
ず
れ
も
―
―

全
1
0
回
　
費
用
=
1
回
千
沺
円
　
※
貸

し
靴
、教
本
代
千
円
は
別
　
問
先
=
足

立
区
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟
・
斉
藤
(

マ
ル

ア
イ
ボ
ウ
リ
ン
グ
内
)

(
3
8
8
2
)
1
9
0
1

□
第
1
1
回
都
民
コ
ン
サ
ー
ト
「ス
プ
リ

ン
グ
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
夕
ベ
」

日
時
=
2
月
3
日
出
、午
後
6
時
開
演

場
所
=
車
皐
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
(
初
台
駅

下
車
徒
歩
3
分
)
　
定
員
=
千
5
0
0
人

(
抽
選
)
　
費
用
=
無
料
　
申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
、人
数
(
2
人
ま
で
)
を
明
記

期
限
=
1
月
1
2
日
必
着
　
申
・
問
先
=

都
民
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局
　
〒
1
5
0
・
0

0
4
7

渋
谷
区
神
山
町
5
-
5
N
R

ピ

ル
　
　
　
　
(
3
4
8
1
)
0
0
7
4

注
意

レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
を

遊
び
道
具
に
し
て
は
危
険
で
す

レ
ー
ザ
ー
光
線
が
直
接
り
に
入
っ
て
、

網
膜
の
や
け
ど
や
視
力
低
ド
心
症
状
が

残
る
と
い
っ
た
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
で
も
簡
叭
に
購
入
で
き
る
も
の

も
あ
る
の
で
、卜
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
《消
費
者
セ
ン
タ
ー
》
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高
額
療
養
資
金
の

貸
付
制
度

こ
の
制
度
は
、
閥
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
が
、
病
気
や
負
傷
に
よ

り
一
時
的
に
高
額
の
医
療
賞
の
支
払
い

が
あ
り
、そ
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
、

世
帯
主
に
対
し
必
要
な
資
金
を
お
貸
し

す
る
制
度
で
す
。

貸
付
額
は
、
保
険
診
療
に
該
1
す
る

項
目
の
う
ち
、
法
令
で
定
め
る
高
額
療

養
費
に
該
当
す
る
費
用
の
9
割
で
す

(
保
険
診
療
外
の
部
分
は
対
象
外
で

す
)
。貸
付
は
受
け
付
け
か
ら
約
3
週

問
後
に
な
り
ま
す
。く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
問
先
=
岡
民

健
康
保
険
課
庶
務
係

1月の国民年金の相談
国民年金の手続きや保険料の納付についてご
相談に応じ ます。

※ いずれも時間は午前10時～午後3時30分

国
民
健
康
保
険
が

変
わ
り
ま
す

1
3
年
1
月
1
日
か
ら
国
民
健
康
保
険

に
次
の
よ
う
な
改
正
が
あ
り
ま
す
。

改
正
内
容
=
▽
商
額
療
養
費
の
自
己
負

担
限
度
額
の
変
更
(
表
1
・
2
)
　
▽

入
院
時
の
食
事
代
自
己
負
担
額
変
更
・
:

一
般
の
方
の
自
己
負
担
額
1
口
当
た
り

7
6
0
円
か
瑙
円
に
変
更
(
住
民
税
非
課
税

世
帯
等
は
変
更
な
し
)
　
▽
海
外
療
養

費
の
創
設
・
:
海
外
渡
航
中
の
治
療
が
国

保
の
対
象
に
な
り
ま
す
　
問
先
=
国
民

健
康
保
険
課
保
険
給
付
係

表1　 高額療養費自己負担限度額

※ 1　医療費が318, 000円を超えた場合はその超えた分
の1% を加算しま す
※ 2　医療費が609, 000円を超えた場合はその超えた分
の1% を加算しま す。 なお、上位所 得者と は、住民税算定
の基礎となる総所得金額 から基礎控除を差し引いた670
万円程度以上の人を指します

表2　4 回目以降 の自己 負担限度額

区
長
へ
の

手
紙
か
ら

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス
・

手
紙
な
ど
に
対
す
る
区
長
か
ら
の

返
信

□
区
民
か
ら
の
手
紙

北
千
住
駅
束
西
通
路
は
自
転
車
が
暴
走

す
る
危
険
な
通
路
。
ぜ
ひ
改
善
を
。

①
こ
の
通
路
で
は
「自
転
車
は
降
り
て

ご
通
行
く
だ
さ
い
」と
放
送
さ
れ
て
い

る
が
、自
転
車
を
降
り
る
人
は
ほ
と
ん

ど
い
な
い
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
、歩
い
て

い
る
と
自
転
車
の
ベ
ル
を
鳴
ら
さ
れ
る

程
。う
ち
の
子
ど
も
も
何
度
も
危
な
い

思
い
を
し
た
。手
押
し
卓
の
お
年
寄
り

や
車
い
す
の
方
の
真
横
を
、
自
転
車
が

猛
ス
ピ
ー
ド
で
通
り
抜
け
る
光
景
を
何

度
も
見
て
い
る
。
区
民
の
良
心
で
改
稗

さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
何
か
良
い

方
法
は
な
い
か
。

②
通
路
を
全
斤
の
ド
人
が
歩
い
て
い
る

と
き
に
、
猛
突
進
し
て
く
る
自
転
車
に

自
杖
を
折
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

□
区
長
か
ら
の
返
信

北
千
住
駅
東
西
通
路
に
っ
い
て
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
方
か
ら
危
険
な

思
い
を
し
た
と
い
う
お
便
り
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
心
を
痛
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
通
路
が
で
き
る
前
は
、
狭
い
通

路
で
、
車
い
す
や
自
転
車
は
大
踏
切
等

を
通
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
が
不
便
だ
か
ら
と
多
く
の
方

か
ら
熱
望
さ
れ
て
、
平
成
2
年
に
今
の

通
路
が
で
き
た
わ
け
で
す
。
便
利
に
な

っ
て
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
残
念
な

こ
と
に
、
と
き
に
は
身
の
危
険
を
感
ず

る
所
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

考
え
て
み
ま
す
と
、
便
利
さ
を
追
求

し
た
現
代
社
会
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
よ

う
な
例
が
交
通
事
故
や
駅
前
放
肘
百
転

車
、
環
璃
間
題
な
ど
多
く
の
場
面
で
見

ら
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
社
会
に
お
い

て
も
、
快
適
な
暮
ら
し
を
し
て
い
く
た

め
に
は
、
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、
皆
が
そ

れ
を
守
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
こ
の
東

西
通
路
に
つ
い
て
も
啓
発
を
し
た
り
、

通
行
者
に
呼
び
か
け
た
り
し
て
き
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
た
め
、
区
は
こ
れ
以
上
放
置
で

き
な
い
と
考
え
、
身
障
者
の
方
や
車
い

す
、
乳
母
車
の
入
口
と
自
転
車
と
を
分

け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
工
事
は
年
明

け
に
行
い
、
来
年
3
月
ま
で
に
工
事
を

終
え
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
を
心
地
よ
く

す
る
の
は
、
最
後
は
皆
様
の
一
人
ひ
と

り
の
心
で
す
。
区
民
の
皆
様
の
良
識
を

切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

区
長
　
鈴
木
恒
年

住
居
表
示
板
を

紛
失
し
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、家

朧
の
玄
関
な
ど
に
取
り
付
け
て
あ
る
住

居
表
示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
を
破

損
・
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方
に
は
、窓

口
に
て
新
し
い
住
居
表
示
板
を
無
料
で

再
交
付
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。　
申
・
問
先
=
戸
籍
住

民
課
住
居
表
示

「
川
の
手
・
荒
川
沿
川
地
域
、

都
市
・
居
住
環
境
整
備

基
本
計
画
」が
で
き
ま
し
た

建
設
大
臣
が
指
定
し
た
「川
の
手
・

荒

川

沿

川

地

城

」

の

、

防

災

性

と

文

化

性

の

あ

る

環

境

整

備

と

沿

川

地

域

の

活

性

化

を

進

め

る

た

め

の

基

本

と

な

る

計

画

が

で

き

ま

し

た

。

こ

の

計

画

は

、

都

と

足

立

区

な

ど
6

区

が

共

同

で

策

定

し

、
建

設

省

に

了

解

さ

れ

た

も

の

で

す

。

今

後

は

、

基

本

計

画

を

も

と

に

、

沿

川

地

域

心

皆

さ

ん

と

と

も

に

、

安

全

で

安

心

で

き

る

、

う

る

お

い

の

あ

る

ま

ち

づ

く

り

を

進

め

て

行

き

ま

す

。

※

計

画

の

概

要

は

、

都

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

區

覧

で

き

ま

す

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
=

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
s
h
i
k
e
i
.
m
e
t
r
o
t
o
k
y
o
.

j
p
/
k
a
n
k
o
/
k
a
n
k
o
_
3
.
　
h
t
m

閲
覧
・
問
先
=
都
市
計
画
課
事
業
推
進

係

建
設
工
事
等
の

競
争
入
札

参
加
登
録
受
け
付
け

1
3
・
1
4
年
度
に
、区
の
建
設
工
事
等

の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
=
▽
区
内
業
者
・
:
1
月
1
6
日
～
1
9

日
　
▽
区
外
菜
者
:
i
月
2
2
日
～
2
月

2
日
　
※
土
・
日
曜
日
を
除
ぐ
　
時
間
=

午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
3
時
3
0
分

(
正
午
～
午
後
1
時
を
除
く
)
　
場
所
=

区
役
所
南
館
1
3
階
会
議
室
　
※
駐
車
場

が
不
足
し
て
い
る
の
で
、車
で
の
来
庁

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
　
申
請
用
紙
=

都
・
財
務
局
指
定
用
紙
を
使
用
(
都
庁

都
民
広
場
地
下
・
東
京
都
弘
済
会
で
販

売
)
　
問
先
=
工
事
契
約
係

「
わ
た
し
の
便
利
帳
」

広
告
表
示
に
つ
い
て
お
わ
び

わ
た
し
の
便
利
帳
に
掲
載
し
た
広
告

に
「広
告
」と
の
表
示
が
な
く
、本
文

記
事
と
混
同
し
や
す
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。関
係
者
な
ら
び
に
利
用
す
る
皆

さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を

お
わ
び
し
ま
す
　
　
　
《
広
報
課
》

都
市
計
画
の

縦
覧
を
し
て
い
ま
す

区
で
は
次
の
都
市
計
画
の
決
定
お
よ

び
変
更
を
し
ま
し
た
の
で
、
都
市
計
画

図
書
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す
。

□
生
産
緑
地
地
区
の
変
更

変
更
内
容
は
、行
為
制
限
解
除
に
伴

う
削
除
お
よ
び
1
2
年
度
指
定
申
請
に
基

づ
く
追
加
で
す
。　
削
除
区
域
=
伊
興

三
丁
目
、碍
ご
Ξ
Υ
目
、鹿
浜
三
丁

H
、花
畑
一
∴
一
丁
日
お
よ
び
平
野
一

丁
目
各
地
内
　
追
加
区
域
=
綾
瀬
一
丁

目
、入
谷
一
～
五
・
九
丁
目
、扇
二
・

三
丁
目
、興
野
二
丁
目
、加
賀
二
丁
目
、

江
北
五
丁
川
、皿
沼
一
∵
三
丁
目
、鹿

浜
六
・
(
丁
目
、舎
人
四
r
目
、西
新

井
六
丁
日
、西
保
木
問
二
丁
目
、朿
伊

興
二
丁
日
、平
野
三
r
H
、保
木
間
四

丁
目
、堀
之
内
二
丁
目
、六
町
一
丁
目

お
よ
び
六
町
四
丁
目
各
地
内

縦
覧
場
所
・
問
先
=
都
市
計
画
係

清
掃
ト
ピ
ッ
ク
ス

そ
の
5

足
立
区
で
は
次
の
よ
う
な
も
の
は
収
集
で
き
ま
せ
ん

日
常
生
活
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
が

排
出
さ
れ
ま
す
が
、排
出
さ
れ
る
ご
み

の
す
べ
て
を
区
が
収
集
す
る
の
で
は
む

く
、表
3
に
挙
げ
る
も
の
な
ど
の
よ
う

に
収
集
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
も
の
を
処
理
す
る
に
は
、

購
入
店
や
メ
ー
カ
ー
に
お
問
い
合
わ
廿

く
だ
さ
い
。
な
お
、
不
明
な
点
に
っ
い

て
は
管
轄
の
清
掃
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
清
掃
事
務
所
(
表
4
)

表3　 区が収集できないもの

※ ガスボンベのうち、卓上カセットボンベやスプレー缶は、中身を完全に

使 い 切 っ て か ら 不 燃 ご み と し て 出 し て く だ さ い

表4　 清掃事務所

自
転
車
放
置

禁
止
区
域

小
菅
駅
周
辺

「1
台
く
ら
い
は
・
:
」と
置
い
た
自

転
車
が
放
置
を
呼
び
、歩
行
者
の
通
行

や
火
災
な
ど
の
緊
急
活
動
の
妨
げ
に
な

っ
て
い
ま
す
。区
で
は
駅
周
辺
釖
m
以

内
を
自
転
事
放
置
禁
止
区
誠
に
指
定
し

て
い
ま
す
。放
置
禁
止
区
域
に
放
置
さ

れ
て
い
る
自
転
車
は
区
が
撤
去
し
て
自

転
車
移
送
所
に
迷
び
保
管
し
て
い
ま

す

。
自
転
車
を
引
き
取
る
と
き
は
、
撤

去
料
と
し
て
2
1

円
を
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す

。
撤
去
後
2

ヵ
月
を
過
ぎ
る
と

処
分
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

最
近
、盗
難
自
転
車
の
乗
り
捨
て
が
、

増
え
て
い
ま
す
。
自
転
車
に
は
必
ず
防

犯
登
録
を
す
る
と
と
も
に
、
住
所
と
名

前
を
記
人
し
、
か
ぎ
を
二
重
に
付
け
ま

し
ょ
う
。

駅
ま
で
近
い
方
は
、
で
き
る
だ
け
歩

い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
通
勤
・
通
学

な
ど
で
毎
日
利
川
さ
れ
る
方
は
駐
車
場

を
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

□
民
営
自
転
車
駐
車
場

小
菅
駐
輪
場
(
足
立
2
-
4
3
)

(
3
8
8
0
)
7
6
4
7

□
自
転
車
移
送
所
(
撤
去
先
)

加
平
移
送
所
(
加
平
2
-
1
7
-
6
先
)

問
先
=
自
転
車
係

小菅駅周辺 自転車放置禁 止区 域

ひ
ろば

区
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
事
業
で

す
。
掲
載
の
内
容
は
当
事
者
間
で

=
催
し
物
=

★
足
立
区
女
性
大
学
連
合
会
講
演
会
・

更
年
期
を
い
き
い
き
と
　
1
月
1
4
日

沺
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
/
エ

ル
・
ソ
フ
ィ
ア
/
無
料
/
当
日
直
接
会

場
へ
/

木
口

(
3
8
8
0
)
1
2
4
7

★
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
樫
の
実
会
2
0
周

年
記
念
・
公
開
朗
読
会
　
7
月
ま
で
の

毎
月
第
3
土
曜
日
、午
後
1
時
～
2
時

/
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
/

無

料
/

中
学
生
以
上
/

当
日
直
接
会
場
へ
/

糸
井
　
　
(
3
8
9
0
)
0
2
0
7

=
会
員
募
集
=

★
エ
ア
ロ
エ
ン
ジ
ェ
ル
(
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
)
　
　
月
2
回
水
曜
日
、午
前
1
0
時
～

正
午
/
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
月
額

千
〇
円
/

多
島

(
3
8
5
2
)
1
7
3
1

★
シ
ュ
ガ
ー
(
英
会
話
サ
ー
ク
ル
)

毎
週
金
曜
日
、
午
後
2
時
～
3
時
3
0分
/

中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金

千
円
、
月
額
4
千
円
/
千
葉

(
5
6
8
1
)
2
6
7
7

★
豊
話
ク
ラ
ブ
(
話
し
方
教
室
)
　
毎

月
第
2
・
4
金
曜
日
、午
後
7
時
～
9

時
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
人
会
金

千
円
、
月
額
千
釖
円
/
小
島

(
3
8
9
7
)
7
6
3
6

★
東
栗
原
剣
友
会
(
剣
道
)
　
毎
週
口

曜
日
、午
後
1
時
～
4
時
/
東
栗
原
小

学
校
/
入
会
金
3
千
汕
円
、
月
額
9

円
/
渡
辺

(
3
8
8
3
)
3
2
0
9

★
パ
ワ
フ
ル
キ
ッ
ズ
放
課
後
ク
ラ
ブ

送
迎
車
(
ワ
ゴ
ン
車
ロ
ン
グ
)
の
連
転

手
募
集
/
毎
週
土
曜
日
、
午
前
H
時
～

午
後
5
時
3
0分
/
古
千
谷
本
町
3
1
2
-
1
9
/

詳
細
は
面
談
で
/
川
端

0
9
0
(
9
8
1
4
)
9
8
1
1

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

プ
ロ
の
出
店
は
で
き
ま
せ
ん
。　
間

先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

▽
1
月
2
8
日
㈲
　
諏
訪
木
西
公
園
　
午

前
9
時
～
午
後
3
時
　
※
雨
天
時
2
月

4
日
胙
/
5
0
区
画
/
出
店
料
1
-
円
/
電

話
/
斉
藤

(
3
6
2
8
)
0
4
9
2
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ト
ピ
ッ
ク
ス
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が

「う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の
学
園
」を
ご
訪
問

12月7 日、天皇・皇后両陛下が、区内の知的障害児通園
施設「うめだ・あけぽの学園」を訪問されました。両陛下
が足立区を訪問されたのは今回が初めてのことです。鈴木
区長のお出迎えのあと、園長の案内でグループ活動や歩行
訓練などを見て回られました。天皇陛下は、通園児の母親
に「お母さんも身体に気をつけて頑張ってください」など
のお言葉を一人ひとりにかけられました。

▲ やさしく語りかける両陛下

鈴木区長がお出迎え

あだち広報「エクスプレス」

区民ボランティア
編集員を募集

活
動
期
間

1
3年
3
月
～
1
4年
2
月
(
1
年
間
、
時

間
帯
は
主
に
昼
間
)

活
動
場
所

区
役
所
(
編
集
会
議
な
ど
)
お
よ
び
区

内
各
所
(
取
材
随
行
)
な
ど

対
象

区
政
に
関
心
が
あ
り
編
集
お
よ
び
取
材

活
動
に
精
力
的
に
取
り
組
め
る
区
内
在

住
の
1
8歳
以
上
の
方

活
動
内
容

あ
だ
ち
広
報
「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」(
1
3

年
度
は
6
回
発
行
予
定
)
の
編
集
企
画

お
よ
び
収
材
随
行
な
ど

定
員

5
人
程
度
。
書
類
審
査
(
合
否
の
通
知

は
2
月
1
日
ご
ろ
)
の
の
ち
、2
月
上

句
ご
ろ
に
而
接
を
実
施

報
酬

年
間
3
万
円
(
交
通
費
仰
む
)
　
※
筆

記
具
な
ど
の
必
要
品
は
支
給

申

込

市
販
の
履
歴
書
(
写
真
添
付
)
に
必
要

事
項
を
記
人
し
、「
私
の
考
え
る
広
報

活
動
」
に
っ
い
て
4
0
0字程
度
に
ま
と
め

て
、
広
報
係
へ
送
付
　
※
履
歴
書
な
ど

は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
r
承
く
だ

さ
い期

限

1
月
1
7日
必
着

申
・
問
先

広
報
係
　
〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
火
本
町

1
―
1
7
―
1

(
3
8
8
0
)
5
8
1
5
(
直
通
)

あ
だ
ち
広
報
「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

3
月
号

投
稿
募
集

『
お
花
見
』

3
月
号
の
テ
ー
マ
は
、
『
お
花
見
』

で
す
。区
内
に
は
桜
や
梅
を
は
じ
め
、

花
の
名
所
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
り
ま

す
。お
花
見
に
ま
つ
わ
る
楽
し
い
話
や
、

失
敗
談
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。選
考
の

う
え
、掲
秡
さ
れ
た
方
に
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま

す
。
応
募
方
法
=
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
「
読
老
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小・中学生のいじめ相談
月曜日～金曜日(祝日を除<) 、午前9時～午後4時30分

3880 ―5577( 教育委員会教育指導室内)

あだちカレンダー　1月

☆印のついたものは、今号に記事が掲載されています

「あ だち広報」は毎 月10日( 新聞 折り 込み) と25 日( 各戸 配布) に発 行して
い ます。区民事 務所 や駅の広報スタンド にも 置いてあり ますので 、ご利用<
ださ い

学びの情報をキャッチ! 　午前9時～午後8時

生涯学習情報ダイヤル　　5813- 3736
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/manabi / i nf o/
あ な た の 探 す 講 座 や イ ベ ン ト を 、 区 内 情 報 を 中 心 に 、 い つ 、 ど こ で 開 催 さ れ る か を ご 案 内 し ま す

R70古紙配合率70%再生紙を使用しています K. A　281, 000


